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問
題

の

所
在

　

唐
初
期
の

仏
教

界
で

は
、

一

分
不
成
仏
説
［

三

乗
・

五

姓

各
別
］

と

一

切
皆
成

説
［

一

乗
・

悉
有
仏
性
］

、

そ
の

ど

ち

ら

の

説
が

真

実
で

あ

る
の

か

を
め

ぐ
っ

て
、

所
謂

、

三
一

権
実
論
争
が

行
わ

れ
た

。

こ

の

論

争
の

起

因
は

、

歴

史

的

事
実
か

ら

見

れ

ば
、

玄

奘
三

蔵
（

六

〇
二

六
六

四

年）

に

よ

る

三

乗

真
実
・

五

姓
各
別
を

説
く

経
論
の

訳

出

に

求

め

ら

れ

る

が
、

論

争
当
事
者
の

認
識
で

あ
る

主

観
的
事
実
に
は

、

そ
れ

に

集
約
す
る

こ

と

の

出

来
な
い

多
様
な

見
解
が

示
さ
れ
て

い

る
。

　
本

稿
で

は
、

こ

の

論

争
当
事
者
の

認
識
で

あ
る

主
観
的
事
実
の

検
討

を
通

じ
て

、

 
唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

起
因
は

、

そ
れ

自
体
が

論

争
の

中
で

争
点
の
一

つ

と

な
っ

て

い

た
こ

と
、

 
一

切
皆
成
説
を

主

張

し

た

義
栄
（
牛

没

年
未
詳）

や

法
宝
（
六

二

七

ー
七

〇

三

〜

七
〇
六

年
頃
）

は
、

『

涅
槃

経
』

の

教
説
に

従
っ

て

こ

の

論
争
は

仏
に

よ
っ

て

予
言
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

と

捉
え
て
い

た
こ

と
、

と

い

っ

た

二

点
を

指
摘
し

、

従
来
の

イ
メ

ー

ジ

と

は

異
な
っ

た
、

唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

実
像

を

浮

か

び

上

が

ら
せ

る

こ

と

を
目

的
と

し

た
い

。

一

　
一

分

不
成
仏

説
に

対
す
る

見

解
の

相
違

　

霊

潤
（

五

八

〇

1
六

六

七
年
頃
）

の

「

十
四

門

義
」

述

作
の

経
緯
に

従

え

ば
、

こ

の

論
争
の

起
因

は

玄

奘
の
一

分
不
成
仏
説
を
説
く
経
論
の

訳

出

に

求
め

ら

れ

る
。

そ
の

「

十

四

門
義
」

に

は
、

　
今
諸
後

生

未
有
所
識

、

忽
聞
新
義
用

為
奇
特

。

不
知

思

択
遇

便
信
受

、

及
謗

　
旧

経
云

非
仏

説
。

為
愍
斯
等
長

夜
受
苦
須
善
分
別

。

第
一

立

有
一

分
無
仏
性

　
衆
生

者
…

後

略
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『

伝
全
』

巻
三
・
一
一

五
五

頁）

と

あ

り
、

玄
奘
の

訳
経
に

よ
っ

て
一

分

不
成
仏
説
と
い

う
新
た

な

教
え

が

も
た

ら

さ

れ
た
こ

と

が
撰

述
理
由
と

し

て

示
さ

れ

て

い

る
。

「

十
四

門
義
」

は
→

分
不
成
仏

説
に

対
す
る

初
め

て

の

反

駁
書
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

こ

の

よ

う
な

経
緯
を

踏
ま

え

れ

ば
、

論
争
の

起
因

は

玄
奘
の

翻
訳

に

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
の

で

あ

る
。

　

し

か

し
、

こ

こ

で

問
題

と

な

る

の

は
、

一

分

不

成
仏

説
が

玄

奘
に

よ
っ

て

も
た

ら

さ

れ

た

「

新
義
」

か

否
か
と

い

う
点
で

あ
る

。

と
い

う
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の

も
、

一

分

不

成
仏
説
を

主

張

す
る

神
泰
（

生

没

年
未
詳
）

や

円
測

（
六
一

三

−
六

九

六

年
）

は
、

　一

分

不
成

仏

説
を

「

新
義
」

と

す
る

解
釈

を

認
め

て

お

ら

ず
、

こ

の

よ

う
な
理
解
に

対
し

て

批
判
を

加
え
て

い

る

　

　
　
　
（
1

）

か

ら

で

あ
る

。

「

十

四

門

義
」

に

対
す
る

反

駁
書
で

あ
る

神
泰
の

コ

巻

章
」

に

は
、

一

分
不
成
仏
説
に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
一

分

衆
生

無
仏
性

義
、

備

在
旧

経
、

其
来
已
久

。

非
由
新
経

論
至

方
有
此

　

言
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

『

伝
全
』

巻
三

二
七
三

頁）

　

こ

れ

に

よ

る

と
、

一

分
不
成
仏
説
は

玄

奘
以

前
に

翻
訳
さ
れ
た

経
典

に

も
説
か

れ
て

い

る

た

め
、

玄
奘
の

翻
訳
に

よ
っ

て

新
た

に

も
た

ら

さ

れ

た

「

新
義
」

で

は

な
い

と

い

う
の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

一

分
不
成
仏
説
が
玄
奘
の

翻
訳
に

よ

る

「

新
義
」

か

否
か

と
い

う
こ

と

は
、

論
師
の

間

に

見
解
の

相
違
が

あ
り

、

論
争
の

中

で

争
点
の
一

つ

と

な
っ

て

い

る
。

そ
の

た

め
、

霊
潤
や

彼
に

同
じ

く
、

　

直
筆
日
、

一

分
無
性
備
在
旧

経
者

、

此
実
爾
也

。

以

『

楞

伽
経
』

等
先
来
有

　

故
、

又
三

乗
義
無
経
不
有
故

。

但
無
性
衆
生
是
実

義
者

、

自
玄
奘
西
遊
変
風

　

始
扇、

有
心
護
法
誰
不
慷
慨

。

　
　
　

　
　

（
『

伝
全
』

巻
三
・
一

九
〇

頁
）

と

述
べ

る

義
栄
の

認
識
よ

り
す
れ

ば
、

玄

奘
の

翻

訳

に
よ
っ

て

こ

の

論

争
が
起
こ
っ

た
と

認
め

ら

れ

る

が
、

神
泰
な

ど
の
一

分

不
成
仏
説
を

主

張
す
る

論
師
か

ら

す
れ

ば
、

そ
の

よ

う
な

見
解
は

誤
っ

た

も
の

と

し

て

批
判
の

対
象
と
な
る

の

で

あ
る

。

唐
初
期
三
一

権
実
論
争
の

起

因
に

対
す
る

論
争
当
事
者
の

認
識
（
小
野

嶋
）

二

　
論

争
の

始
ま
り
を
イ
ン

ド

に

求
め

る

か

否
か

　

ま
た
、

唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

起
因
に

関
す
る

議
論
に

は
、

論

争
の

始
ま

り
を

イ
ン

ド

に

求
め

る

か

否
か

と
い

う
こ

と

も
問
題
と

さ
れ

て

い

る
。

　
一

切

皆
成

説
の

立

場
か

ら

著
さ

れ
た

、

法
宝
の

『

一

乗

仏
性

権
実

論
』

巻
上

「

略
述

綱
要
章
第

＝

に

は
、

一

分
不
成
仏
説
と
一

切
皆
成

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

2）

説
の

両

説
に
つ

い

て
、

以

下
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
三

乗
一

乗、

五

姓
仏
性

、

経
論
不

同
。

西
方
此

土
、

自
古
迄

今
、

執
見

各

　

異、

皆
謂

、

自
学
為
是

、

他

学
為
非

、

未
嘗
惣
会

。

今
以

已

寡
聞、

略
述

権

　

実、

未
敢
即

為
定

。

唯
請
諸
徳
詳
其
可
不

。

　

法
宝
の

よ

う
に
一

分
不
成
仏
説
と
一

切
皆
成
説
の

対
立

は

イ
ン

ド

か

ら

連

綿
と

続
い

て

い

る
と

す
る

理

解
が

あ
る
一

方
で

、

イ
ン

ド

に

お
い

て

は

両

説
の

対
立
は

存
在
し

な

か
っ

た

と

す
る

見
方
が
神

泰
や

神
肪
に

よ
っ

て

示
さ

れ

て

い

る
。

神
泰
「

一

巻
章
」

（

最

澄
『

法
華
秀
句
』

所
収）

　

泰
法
師

云
「

羅
什
法
師
親
従
西

国
歴

事
聴
受

、

知
仏
性
義
不
遍

有
情

。

道
生

　

既

羅
什
学
徒、

公

違
什
師
立

諸
衆
生

皆
有
仏
性

。

故
什
法
師
集
衆
羯
磨
擯
出

　

道
生

。

道
生

去
後
什
師
尚

在
」

〈

云

云
〉

。

　
　
〔
「

恵
全
』

巻
二

・
｝

五
八

頁
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

3）

神
肪
『

種
姓
差
別
集
』

（

親
円
『

華
厳
宗
種
性
義
抄
』

所
引）

二

〇
一
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唐
初

期
三
一

権
実
論
争
の

起
因
に

対
す
る

論
争
当
事
者
の

認
識
（

小
野

嶋）

　

　

　

　

　
マ

マ

但
玄

奘
入
室

神
妨
師
『

種
性
集
』

云

「

自
慧

日

遐
照
法
海
東
流、

前
秦
之

代

童
寿
已

前
立

五

性
差
別

絶
無
諍
論

。

童
寿
門

徒
有
竺
道

生

〈

生

公

也
〉

、

依

『

法
華
経
』

立
一

切

衆
生

皆
有
仏
性
等
即

被
擯
出

。

北

凉
蒙
遜
之

世

曇
無
懺

法
師
翻
出

『

涅
槃
経
』

、

依
此

漸
立
一

切
衆
生

悉

有
仏

性
。

至

於
陳

代
家
依

同
＊

説

く

家
依
者
真
諦
三

蔵
名
也
V

。

後
以

大
唐
貞
観
四

年
明
発
三

蔵
翻
「

大

荘
厳
論
』

立

有

畢
竟

不
般

涅
槃
性
還

同
童

寿
〈

是
鳩
摩
羅
什
也

。

秦
代
人

也
〉

。

遂

以

貞
観
二

十
一

年
木
叉
提
婆

〈

玄
奘
名
〉

翻

出

『

瑜

伽
』

立

五

性

別
亦
同
明

発
等
」

〈

云

云
〉

。

　
　

　
　

（

『

大
正

蔵
』

巻
七
二

・

六
二

頁
上
）

　

神
泰
や

神
肪
は

、

イ
ン

ド

に

お

け
る
一

切

皆
成
説
と
一

分
不
成

仏
説

の

対
立
に

は

言
及

す
る
こ

と

な

く
、

玄
奘
以

前
の

中

国
に

お

け
る

両
説

の

対
立
を
述
べ

て

お

り
、

イ
ン

ド

に

お
い

て

は

両
説
の

対
立

は

存
在
し

な
か
っ

た
と

見
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

　
こ

う
し
た

イ
ン

ド

に
つ

い

て

の

神
泰
や

神
肪
の

言
説
に

は
、

玄

奘
に

よ

る

イ
ン

ド

で

は

五

姓
各
別
説
を
め

ぐ
る

諍
論
は

存
在
し

な

か
っ

た

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

の

情
報
が

あ
っ

た

と

思
わ

れ
る

が
、

そ
の

背
景
に

は
、

玄
奘
の

翻
訳
に

よ
っ

て
一

分

不
成
仏
説

が

も
た
ら

さ

れ
た

の

で

は

な
い

こ

と

を

主

張
す

る

意
図
が
あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　

以
上

の

よ

う
に

、

唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

起
因
は

、

歴

史
的

事

実
か

ら

す
れ

ば
、

玄
奘
三

蔵
に
よ

る
一

分
不
成
仏
を

説
く
経
論
の

訳

出

に

求
め

ら

れ

る

が
、

論
争
当
事
者
の

認
識
で

あ
る

主

観
的
事
実
か

ら

す

れ

ば
、

そ
も

そ
も
一

分
不

成
仏

説
は

玄
奘
に

よ
っ

て

も
た

ら

さ

れ
た

「

新

義
」

と

言
え

る

の

か
、

ま
た

、

玄

奘

以

前
か

ら

両

説
の

対
立

は

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か
、

と
い

っ

た

点
が

問
題
と

さ

れ

て

お

り
、

論

争

の

中

で

争
点
の
一

つ

と

な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

二

〇
二

三

　
予
言
さ

れ
た

論
争
と

し

て

の

唐
初
期
三
一

権
実

論
争

　

論
争
当
事
者
の

認
識
で

あ
る

主

観
的

事
実
に
は

、

こ

の

論
争
は

仏
に

よ
っ

て

予
言
さ

れ
た

論
争
で

あ
る
と

の

理

解
が

示

さ

れ
て

い

る
。

　

先
に

挙
げ
た

義
栄
の

＝

巻
章
」

で

は
、

霊
潤
と

神
泰
の

間
の

論
争

に
つ

い

て
、

以

下
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

　
直
筆
日

、

『

涅

槃
経
』

云

「

我
滅
度
後
人

生

諍
論

、

或

言
衆
生

悉
有
仏
性

、

　
或
言
衆
生

非

悉

有
也
」

。

今
禅
師
之

与
泰
徳
互

為
諍
論

。

此

正

如
来

金
口

所

　
記

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『

伝
全
』

巻
三
・
一

八
八

頁
）

　

曇
無
讖
訳
「

涅
槃
経
』

巻
三

十
三

「

迦

葉
菩
薩

品

第
十
二

之
一
」

に

は
、

仏
滅
後
に

は

種
々

の

諍
論
が

生
じ

る
こ

と

が

説

か

れ

て

お

り
、

そ

の

中
の
一

つ

に
、

衆
生

は

悉
有
仏

性
で

あ
る
と

言

う
者
と

悉

有
で

は

な

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
（

5）

い

と

言
う
者
の

間
に

諍
論
が

起
こ

る
こ

と

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

義
栄

は

こ

の

『

涅
槃
経
』

の

教
説
に

従
っ

て
、

霊

潤
と

神
泰
の

間
の

論
争
を

捉
え

て

お

り
、

義
栄
に
と
っ

て

の

唐
初
期
の

三
一

権
実

論
争
は

、

正
し

く
仏

に

よ
っ

て

予
言
さ

れ
た

「

如
来
金
口
の

所
記
」

な

の

で

あ
る

。

　
ま

た
、

法
宝
に

も

同

様
の

理

解
が

見
ら

れ

る
。

曇
無

讖

訳
『

涅

槃

経
』

巻
十
八

「

梵
行
品
第
八

之
四
」

に
は

、

迦
葉
仏

の

時
代
に

は

『

涅

槃
経
』

が

説
か

れ

ず
、

釈
迦
仏
の

時
代
に

な
っ

て

こ

の

経
典
が

説
か

れ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（

6
）

た

理

由
を

説
示
す
る
一

段
が

あ
る

。

法
宝
は

『

大

般
涅
槃
経
疏
』

巻
九

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　（
7）

に

お
い

て
、

こ

の

経
文
に

対
し

て

次
の

よ

う
な

注

釈
を

施
し

て

い

る
。
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経

日

「

善
男
子

至
演
説
是
典
」 、

第
二

明

須
説
意
也

。

釈
迦
所
化
衆
生

、

多

諸

煩
悩

、

乃
至
、

信
根
不
立

、

世

界
不
浄、

小
乗
之
人
謂
仏

実
滅、

薩
婆
多

等
執
一

分
衆
生

決
定
不

得
解
脱

、

学
大
乗
者
執
随

転
教
不
信
仏
常
謂
五

性
決

定
。

仏

預
知
今
時
有
此

執
故

、

説
『

涅
槃
経
』

。

今
於
未
来

広
宣
流
布

。

　

こ

の

中
で

注
目
さ

れ
る

の

は
、

『

涅

槃
経
』

に

は

存
在
し

な
い

「

五

性
決

定
」

の

語
が

用
い

ら

れ
て

い

る

点
で

あ
る

。

明
言
は

な
い

も
の

の
、

大
乗
を

学
ぶ

者
で

「

五

性
は

決

定
」

で

あ
る

と
言
う
者
と
は

、

一

分

不
成
仏
説
を
説

く
玄

奘
門
下

を

指
し
て

の

言
葉
で

あ
ろ

う
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

法
宝
に

と
っ

て

も
、

当
時
の
一

分
不
成
仏
説
を

説
く
論
師
達

は
、

『

涅
槃
経
』

に

お

い

て

予
言
さ

れ

た

存

在
と

し

て

捉
え
ら
れ

て
い

る

と

考
え

ら

れ

る

の

で

あ
る

。

　

以

上
の

よ

う
に

、

義
栄
や

法
宝
に

と
っ

て
、

唐
初
期

の

三
一

権
実
論

争
は

、

『

涅
槃
経
』

に

よ
っ

て

予

言
さ

れ

た

も
の

と

し

て

考
え
ら
れ

て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

論
争
当
事
者
が
こ

の

論
争
の

起
因

を
ど
の

よ

う

に

捉
え

て

い

た

の

か

を

考
え
る

上

で

重

要
な

視
座
と

な

る
。

つ

ま

り
、

論
争
の

起
因

に
つ

い

て

は

歴

史
的
事
実
の

み
に

集
約
さ

れ

る

も
の

で

は

な

く
、

信
仰
的
側

面
と

い

っ

た

当
事
者
の

主

観
的
事
実
か

ら
も
考
え

る

必
要
を
示
唆
す
る

か

ら
で

あ
る

。

結

語

以

下
に

、

こ

れ

ま
で

の

考
察
結
果
を

纏
め

て

お

き
た
い

。

唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

起
因
に
つ

い

て

は
、

歴

史
的
事
実
か

ら

唐
初

期
三
一

権
実
論
争
の

起
因
に

対
す
る

論
争
当
事
者
の

認
識
（

小
野

嶋
）

見
れ

ば
、

玄

奘
に

よ

る
一

分

不
成
仏
を
説
く
経
論
の

訳
出
に

求
め

ら

れ

る
。

し

か

し
、

論
争
の

当
事
者
か
ら

す
れ

ば
、

一

分
不
成
仏
説
は

玄
奘

に
よ
っ

て

も
た

ら

さ
れ

た

「

新
義
」

な

の

か

否
か

、

ま
た

、

玄
奘
以

前

か

ら

両
説
の

対
立

は

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か

と
い

っ

た

点
が

問
題

と

さ

れ

て

お

り
、

論
争
の

起
因
は

そ

れ

自
体
が
一

つ

の

争
点
と

な
っ

て
い

た
。

　

ま

た
、

一

切
皆

成
説
を

主

張
し
た

義
栄
や

法

宝
は

、

こ

の

論

争
は

『

涅

槃
経
』

に

お
い

て

仏
に

よ
っ

て

予
言
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

と

の

理

解
を

示
し

て

い

た
。

こ

の

こ

と

は
、

唐
初
期
の

三
一

権
実
論
争
の

起
因

や

論
争
そ

れ

自
体
が

、

歴
史
的
事
実
の

み

に

集
約
さ
れ

る

も

の

で

は

な

く
、

論
争
当
事
者
の

信
仰
に

基
づ

く
と
い

っ

た

新
た

な

論
争
像
を
示

す

も
の

で

あ
る

。

1
　
遁
倫
『

瑜

伽

論
記
』

巻
九

下

「

測
云

、

有
人
依
『

涅
槃
経
』

説
一

切
衆

　
生

皆
有
仏
性
等
文
証

謗
新
翻
経
論
非
是

正

説
。

此

即
不

可
。

所
以
者
何

。

　
旧

『

善
戒
経
』

及
『

地

持
論
』

皆
同

説
無
種
姓
人
可
以

人

天

而
成
熟
之

。

　
又

旧
『

大

荘
厳
論
』

第

＝
ム

、

次
分
別
無
姓
位

。

偈
日

、

一

向
行
悪

行、

　
普
断

諸
白

法
、

無
有

解
脱

分
、

少
善
亦
無

因
。

釈
日

、

無

般
涅
槃
法
者

　
是
無
姓
位

。

此
略
有
二

種
。

一

者

時
辺
般
涅
槃
法、

二

者

畢
竟
無
般

涅

　
槃
法

。

時
辺

般
涅
槃
法
者
有
四

種
人

。

一

者
一

向
行
悪

行、

二

者
普

断

　
諸

善
法、

三

者
無

解
脱
分

善

根
、

四

者
善
不

具
足

，

畢
竟
無
涅

槃
法

者

　
無
因

故
彼
無
般
涅
槃
性

。

此

謂
但

求
生
死

不
楽
涅

槃
人

。

如
此
等
文
皆［

　
同

此
論
説
無
種
姓

。

何
独
謗
新
翻
耶
」

（

『

大
正

蔵
」

巻
四

二

・

五
二

〇

頁

　
下

ー
五一

＝

頁
上
）

。

こ

の

『

瑜
伽
論
記
』

に

引
用
さ

れ
る

円
測
説
は

、

　
円

測
が
】

分

不
成
仏

説
の

立

場
で

あ
っ

た

こ

と

の

根
拠
と
し
て
、

橘
川

二

〇
三
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唐
初
期
三
一

権
実
論
争
の

起
因
に

対
す
る

論

争
当
事
者
の

認
識
（
小
野
嶋
）

　

智
昭

「

円
測
に

よ

る

五

性
各
別
の

肯
定
に
つ

い

て

ー
円
測

思
想
に

対
す

　

る

皆
成

的

解
釈
の

再

検
討
　
　
」

（

『

仏

教
学
』

四

〇

号、

一

九

九

九

年
）

　

に

引
用

さ
れ
て

い

る
。

2
　
『

一

乗
仏

性
権
実
論
』

の

引

用
は
、

久

下

陞
『

一

乗
仏
性
権
実
論
の

研

　

究
』

（

隆
文
館

、

一

九

八
五

年）

に

よ
る

。

3
　
神
肪
『

種
姓
差
別
集
』

は

散
佚
し
て

い

る

も

の

の
、

『

一

乗

仏
性
慧
日

　

抄
』

（
『

大
正

蔵
』

巻
七

〇
・
一

七
四

頁
上
）

、

珍
海
『

三

論

玄
疏
文
義
要
』

　
（

『

大
正

蔵
』

巻
七

〇
・

二

九
一

頁
上

中）

に

も
同

文

が

引

用

さ

れ

て
い

　

る
。

「

＊
」

箇
所
は

『

一

乗
仏
性
慧
日

抄
』

『

三

論
玄
疏
文

義
要
』

に
よ

る

　

校
訂
箇
所

。

4
　
蔵

俊

の

「
法
華
玄

賛
文
集
』

巻
八

十
九

に

は

「

玄

奘

三

蔵
欲
来
之
時、

　

西
方
諸

徳
云

「

無

姓
之

文、

若
至
本

国、

各
不
生

信
、

願

於
所

将
子

経
論

　

之
内、

略

去
無
仏
性
之

語
」

。

戒
賢

師

日
「

若
除

其
文、

弥
離
車
人
解
何

　

義
乎
」

〈

云

云
〉

。

是
知

、

五

性
差
別
実
理

無
疑

。

又

日

「

齧

　

五
’

各
別
川

無

諍
三

醐
」

〈
云
云
〉

。

三

蔵
寒
暑
往
来
一

十
七

年
、

耳
目

見

聞

　

百
三

十
国、

無

名

匠
而

不
謁、

無

大

義
而

不
問

。

然
五

性
各
別
巳
非
所

　

存
乎

。

那

提
三

蔵
之

所
伝
亦

如
是

。

何
在
弥

離
車

之

境
、

恣
難
印
度
之

　

論

談
乎
」

と

あ
る

。

『

法
華
玄
賛
文

集
』

巻
八

十

九
の

引
用
は、

新
倉

和

　

文

「

蔵

俊
に

よ

る

天

台
一

乗
批
判
の

展
開

　

『

法

華
玄
賛
文

集
』

巻

　

八

十
九
の

翻
刻
解
読
研

究
を

中
心

に
し

て

ー
」

（
『

南
都
仏
教
』

九
五

号、

　

二

〇
一

〇

年
）

に
よ

る
。

5
　
曇
無
讖

訳
『

涅
槃
経
』

巻
三

十
三

「

迦
葉

菩
薩
品
第
十
二

之
一
」

「

迦

　

葉
菩
薩

白
仏

言
、

世
尊

。

如
来
具
足
是
知
根
力

。

是
故
能

知
一

切
衆
生

　

上

中

下
根

利
鈍

差
別

、

知

現
在
世

衆
生

諸

根
、

亦
知

未
来
衆
生

諸
根

。

　

…
。

或
有

説

言
犯
四

重

禁
作
五

　

…
」

（
『

大

正

蔵
』

巻
一

二

・

　

五

六
三

頁
中
下）

参
照

。

二

〇

四

6
　
曇
無
讖
訳

『

涅
槃
経
』

巻
十
八

「

梵
行

品

第
八

之

四
」

「

善
男
子

。

今

　

世

衆
生、

多
諸
煩
悩
愚

痴
憙
忘、

無
有
智
慧

。

多
諸
疑
網

、

信
根

不
立

、

　

世
界
不

浄
。

　一

切

衆
生

成
謂

如
来

無
常
遷

変
畢
竟
入

於
大

般
涅
槃

。

是

　

故
如
来
演
説
是

典
」

（

『

大
正

蔵
』

巻
一

二

・

四
七
二

頁
下
）

参
照

。

7
　
法
宝
の

『

大
般
涅
槃
経
疏
』

の

引
用
は
、

朝
鮮
総

督
府
発
行
の

玻
璃
版

　
「

大
般

涅
槃
経
疏
」

（
唐
大
薦
福
寺
沙
門

法
宝
述）

に
よ

る
。

ま
た

、

法
宝

　

の

『

大
般
涅
槃
経
疏
』

の

解
釈
に

つ

い

て

は
、

木
村

宣
彰
「

法
宝
に

お

け

　

る

涅
槃
経
解
釈
の

特
質
」

（

『

大
谷
学
報
』

五

八

号、

一

九

七
入

年
）

を

参

　

照

し
た

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
霊

潤
、

義
栄

、

法
宝

、

三
一

権
実
論
争

、

予
言

　
　
（

龍
谷
大
学
非
常
勤
講

師
）
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